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　当院は、常勤医師６名、看護師６名の無床診療

所です。総合診療科の外来と東区、北区で訪問診

療を行っています。

　2020年初旬に感染拡大した新型コロナウイルス

感染症（以下、COVID-19）は、拡大と自粛によ

る一時的縮小を繰り返していました。2021年４月

頃に始まった「第４波」では、入院病床が逼迫し、

一部医療崩壊とまで言われる状態でした。大変残

念なことですが、札幌市で５月16日に在宅療養中

のCOVID-19患者が自宅で亡くなる事例が起きま

した。これにより急遽、再発防止のため医療体制

の見直しが行われました。この状況を受けて札幌

市在宅医療協議会の有志医師約20名により、入院

待機中の患者に往診ならびにオンライン診療を実

施する運びになりました。

　無床診療所の家庭医である筆者らは、高齢者施

設クラスターの対応や発熱外来業務に従事してい

ました。しかし、PCR検査陽性の際は保健所へ報

告し、当院での管理はその時点で終了していまし

た。そのため陽性者の診療について、正直に申し

上げると完全にはわがこととして捉えられていな

い部分があったことは否めません。お恥ずかしい

限りですが、今回実際に担当し初めて、本症の恐

ろしさをわがこととして痛感しました。

　医療者の感染を予防するため、電話を用いたオ

ンライン診療で患者の全身状態、生活環境を可能

な限り把握し、対面診療の時間を短縮するよう努

めました。猛暑の中、Ｎ95マスクやガウンを着用し、

個人宅の玄関先で診療しましたが、近隣住民に配

慮しつつ診察にも集中するなど、通常診療と全く

異なる雰囲気と心理的緊張で、心身ともに疲労し

たことも事実です。自宅療養中に脱水をきたし全

身状態が不良な方もいましたが、訪問看護ステー

ションにご協力いただき、連日点滴を実施できま

した。急変時には、保健所の入院待機班を通じて

入院調整し、迅速に病院や入院待機ステーション

（「ファーストクリニック」）へ救急搬送させていた

だきました。具体的な事例ですが、入院待機ステー

ションを発症５日目に退所し、当初病状が安定し

ていると思われた40代男性が、発症８日目に急激

な酸素化不良に陥り、早朝４時に救急搬送となり

ました。後に、重症な肺炎像を認めていたと入院

主治医より教えていただき、表面上は軽症でも急速

かつ不可逆的に進行する本症に恐怖を覚えました。

　当院では第４波期間の５月23日から６月８日まで

12名（男性８名、平均年齢57歳（25～95歳）、第５

波期間８月11日から10月１日まで12名（男性３名、

平均年齢 39歳（０～68歳））の患者に、往診とオン

ライン診療で対応しました。当院の外来、訪問診療

でかかりつけの患者もいれば、保健所から依頼を受

け、初診から対応する患者もいました。幸い、死亡

者はいませんでした。

　前例が無い中、日々走りながらカイゼンを図り、

この事業を最後まで続けられたのは、札幌市在宅医

療協議会の先生方による「COVID-19自宅療養　在

宅酸素導入チーム」というメーリングリストを通じ

た「仲間」の存在でした。2021年11月現在176名の

多職種の仲間が加入し、半年間で約620件の情報交

換がなされました。当初、暗闇を手探りで進むよう

な状況でしたが、メーリングリストの皆様と、連日

深夜遅くまで事例を共有しあうことで、励まされ勇

気づけられ、前に進むことができました。本当にあ

りがとうございました。札幌市保健所感染症対策室 

在宅医療チームの皆様には、連日電話で相談させて

いただいたことに感謝申し上げます。早朝深夜の搬

送依頼でも入院を快諾いただいた医療機関の皆様、

札幌市消防局の皆様のご協力なくして、本事業は行

うことができませんでした。すべての関係者の皆様

に深く御礼を申し上げ、本稿の結びといたします。

当院は開設11年目を迎え、家庭医６名、
看護師７名、事務長（臨床検査技師兼任）、
医療事務５名、ソーシャルワーカー１名、
アシスタント３名で、外来診療や訪問診
療を通じて、日々地域の皆様に寄り添っ
ています。

COVID-19 患者への
在宅診療の報告

北海道家庭医療学センター／栄町ファミリークリニック

草
くさ

島
じま

　邦
くに

夫
お

、中
なか

川
がわ

　貴
たか

史
ふみ

（院長）

シリーズ　ウィズコロナ


